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岡
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一
　
問
題
の
所
在

　
日
本
良
案
史
に
お
け
る
、
畑
作
と
水
田
作
の
始
原
的
先
後
関
係
に
つ
い
て
は
、
両
者
相
当
の
理
由
づ
け
を
持
ち
、
決
定
的
結
論
を

見
て
い
な
い
が
、
歴
史
時
代
に
入
っ
て
は
、
少
く
と
も
水
田
の
存
在
が
中
心
と
な
り
、
畑
は
従
属
的
存
在
視
さ
れ
て
来
た
。

　
中
世
初
期
の
『
大
田
文
』
、
『
図
田
帳
』
の
類
に
は
、
田
植
を
主
体
恚
し
た
耕
地
を
記
載
し
、
畑
は
少
く
と
も
、
記
載
形
式
の
上

か
ら
は
、
脇
役
を
演
じ
て
い
た
。

　
し
か
し
、
水
田
の
米
穀
一
色
排
雪
に
対
し
て
、
畑
地
で
は
、
各
種
の
作
物
が
栽
培
さ
れ
、
こ
れ
ら
耕
作
物
の
辨
官
技
術
面
や
、
商

品
的
性
格
、
更
に
は
、
農
民
の
自
給
用
米
穀
外
の
耕
作
物
生
産
活
動
面
か
ら
見
る
時
、
畑
の
存
在
は
、
水
田
辨
官
以
上
の
多
様
性
を

持
ち
、
ま
こ
と
に
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。

　
多
く
の
中
世
期
譲
状
の
中
で
、
「
田
畑
山
野
等
」
の
表
現
が
見
ら
れ
る
如
く
、
勿
論
、
畑
は
田
と
対
比
し
て
重
要
な
存
在
に
位
置

し
続
け
て
来
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。

　
特
に
近
世
期
の
税
制
が
、
米
穀
に
統
一
さ
れ
、
水
田
耕
雪
に
集
中
さ
れ
始
め
る
と
、
畑
の
耕
営
形
態
に
も
、
変
質
を
来
た
す
の
は

当
然
で
あ
る
。

　
近
世
期
の
新
田
畑
の
開
発
が
、
一
方
で
は
意
欲
的
に
推
奨
さ
れ
乍
ら
、
片
や
、
強
い
規
制
を
伴
っ
て
い
た
こ
と
は
、
こ
の
新
田
畑

の
開
発
が
、
必
ず
し
も
眼
純
に
、
加
植
増
石
的
現
象
を
も
た
ら
す
も
の
で
は
な
い
こ
と
の
認
識
に
立
脚
し
て
い
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。

　
　
「
今
の
勢
を
見
る
に
、
新
開
田
地
は
、
利
府
に
似
て
利
に
あ
ら
ず
」
と
す
る
識
者
の
喝
破
は
、
裏
を
返
せ
ば
領
主
の
利
に
な
ら
ぬ

新
田
畑
開
発
の
改
行
を
物
語
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
史
　
学
　
論
　
叢
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
三



　
　
　
　
　
近
世
期
に
お
け
る
開
畑
の
性
格
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
こ
の
小
稿
で
は
、
十
九
世
紀
中
葉
の
「
開
畑
」
の
、
「
開
田
」
に
対
す
る
異
状
な
迄
の
数
値
を
中
心
に
し
て
、
若
干
の
問
題
点
を

指
適
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
二
　
藩
経
済
及
び
一
般
情
勢

　
九
州
の
ほ
ぼ
中
央
部
に
位
置
し
、
北
は
九
重
山
南
麓
、
西
は
阿
蘇
外
輪
山
東
斜
面
、
南
は
祖
母
山
北
麓
一
帯
か
ら
揚
水
し
て
、
別

府
湾
に
流
入
す
る
大
野
川
の
上
・
φ
流
域
を
一
円
に
藤
城
と
し
た
岡
藤
は
、
豊
後
国
内
屈
指
の
大
藩
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
犬
野
川
諸
本
・
支
流
の
狭
少
な
沖
積
水
ｍ
地
帯
を
除
け
ば
、
そ
の
余
は
、
台
地
性
の
畑
耕
作
地
帯
で
あ
り
、
当
落
経
済
の
特

殊
性
を
生
み
出
し
て
も
い
た
。

　
「
文
致
五
年
二
月
の
認
め
を
、
天
保
十
五
年
八
月
借
用
、
こ
れ
を
写
す
」
と
言
う
日
付
を
持
つ
『
検
克
之

訃

の
奥
書
部
分
に
は

　
　
全
体
、
当
御
領
内
ハ
、
山
国
故
、
寒
暖
不
常
于
ピ
ア
、
秋
二
至
り
霜
傷
等
之
災
難
多
く
、
こ
れ
に
よ
っ
て
田
畑
秋
毛
上
検
見
願

　
　
勝
手
次
第
な
り
、

と
の
表
現
を
見
る
よ
う
に
、
当
藩
の
経
済
面
に
お
け
る
問
題
点
を
浮
き
彫
り
に
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
岡
藩
の
経
済
事
情
を
物
語
る
史
料
は
、
藩
主
中
川
氏
関
係
の
各
種
文
書
史
料
を
始
め
、
各
地
の
旧
庄
屋
に
伝
え
ら
れ
る
記
録
類
等

　
　
　
　
④

が
現
存
す
る
。

　
時
間
的
都
合
で
、
こ
れ
ら
全
て
の
史
料
を
全
貌
す
る
機
会
の
な
い
ま
ま
に
、
こ
れ
ら
史
料
の
中
の
『
御
物
成
帳
』
を
主
軸
に
、
以

下
天
保
期
～
弘
化
期
の
当
藩
に
お
け
る
開
田
、
開
畑
の
様
子
と
問
題
点
を
、
俯
瞰
的
に
眺
め
て
み
た
い
。

　
先
記
『
検
見
之
事
』
奥
書
き
部
分
に
は
、
続
け
て



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）

　
　
宝
暦
の
初
頃
、
暫
検
見
願
停
止
二
相
奴
僕
共
、
以
下
難
渋
致
ス
ニ
付
、
同
暦
中
頃
よ
り
又
又
検
見
姑
、
明
和
安
永
之
頃
二
至
ニ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）

　
　
テ
、
拾
二
八
九
八
検
見
顕
之
村
へ
成
、
上
ヘ
モ
莫
大
の
御
拙
宅
二
成
、
下
方
モ
隙
暮
諸
費
多
ク
有
之
二
付
、
久
良
縁
御
代
、
井

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

　
　
上
王
水
左
衛
門
様
御
奉
行
職
之
節
、
安
永
七
成
年
御
掟
書
ヲ
辺
・
テ
諸
事
御
改
法
仰
出
サ
レ
…
…
下
略
Ｉ

と
見
え
、
藩
王
久
良
の
時
代
は
、
藩
経
済
の
危
機
に
直
面
し
て
い
た
時
代
で
あ
っ
た
。

　
藩
土
筆
十
代
中
川
久
良
は
、
享
保
九
（
一
七
二
四
）
年
に
出
生
、
買
保
三
回
七
四
三
）
年
、
二
十
才
で
家
督
を
相
続
、
買
収
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

　
二
七
九
〇
）
年
、
六
十
七
才
で
死
去
、
そ
の
間
四
十
八
年
間
藩
政
を
執
っ
た
。

　
彼
の
生
存
し
た
時
代
は
、
十
八
世
紀
の
は
ぼ
全
期
に
亘
る
訳
だ
が
、
こ
の
期
は
、
享
保
の
改
革
、
明
和
・
天
明
の
変
災
期
を
含
み

近
世
封
建
剖
が
、
大
き
く
変
質
を
と
げ
つ
つ
あ
る
時
代
で
あ
っ
た
。

　
彼
が
家
督
を
嗣
い
だ
買
保
三
年
の
翌
延
享
元
（
一
七
四
四
）
年
は
、
一
世
紀
的
の
寛
永
二
十
二
六
四
三
）
年
に
発
せ
ら
れ
た
、

い
わ
ゆ
る
「
田
畑
永
代
売
買
禁
止
令
」
に
と
も
な
う
違
反
罰
則
規
定
が
、
若
干
軽
減
さ
れ
た
年
で
あ
っ
た
。

　
久
貞
の
生
涯
、
特
に
、
彼
の
政
権
を
担
当
し
た
当
期
を
通
じ
た
期
間
は
、
こ
の
急
激
な
社
会
変
動
期
に
相
当
し
て
お
り
、
先
に
引

用
し
た
史
料
の
内
容
は
、
当
落
の
困
窮
状
態
と
、
そ
の
立
直
し
対
策
の
実
情
を
如
実
に
物
語
っ
て
い
る
。

　
時
代
は
若
干
下
っ
て
文
致
七
年
甲
申
六
月
利
四
日

　
　
勝
手
取
締
の
儀
は
、
毎
度
申
渡
油
断
の
筋
は
無
之
事
な
が
ら
、
連
年
の
追
繰
に
て
近
年
に
至
り
出
入
一
朗
に
不
問
合
、
年
々
過

　
　
分
の
及
不
足
夥
飯
借
財
増
収
繕
難
出
来
殊
二
去
年
の
儀
も
過
分
の
根
毛
労
作
差
支
強
く
相
成
僕
に
、
兎
角
臨
時
の
物
入
府
之
倹

　
　
約
の
廉
目
顔
水
程
の
儀
熊
之
苦
飯
事
に
僕
。
当
家
の
儀
は
並
か
た
よ
り
は
一
体
収
納
高
宜
敵
方
に
有
之
儀
に
付
い
つ
と
な
く
暮

　
　
方
も
不
相
応
手
広
に
相
成
年
々
の
入
箇
相
増
性
向
よ
り
は
余
程
千
原
の
様
に
も
相
唱
候
故
、
弥
外
見
宜
敷
様
専
心
掛
け
、
右
の

　
　
　
　
史
　
学
　
論
　
叢
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
五



　
　
　
近
世
期
に
お
け
る
開
畑
の
性
格

次
第
に
成
行
候
事
に
も
可
有
之
哉
先
に
借
財
向
の
儀

且
非
常
の
物
入
臨
時
に
差
発
候
儀
は
必
定
の
儀
…
…

①は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
六

、
指
置
一
ケ
年
の
所
に
て
余
程
の
不
足
に
相
成
候
由
然
る
処
に
、
公
務

と
言
う
藩
経
済
の
実
情
が
演
説
さ
れ
、
困
窮
の
度
合
は
深
化
し
て
い
る
。

　
こ
こ
で
眺
め
よ
う
と
す
る
『
御
物
威
服
』
は
、
こ
の
『
検
見
之
事
』
と
ほ
ぼ
同
体
裁
を
待
ち
、
組
に
よ
っ
て
は
Ｉ
・
二
年
の
時
代

差
（
書
写
浄
書
の
）
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
弘
化
三
（
一
八
四
目
）
年
か
ら
、
同
四
年
の
間
に
浄
書
さ
れ
た
も
の
ら
し
く
、
有
氏
組
以
下

十
組
の
明
細
を
記
す
一
冊
の
箪
頭
に
、
「
朽
網
郷
困
窮
に
付
、
天
保
十
亥
年
ョ
リ
三
ケ
年
間
見
下
ケ
亦
寅
年
よ
り
卯
年
迄
同
断
、
都

合
五
ケ
年
也
」
と
見
え
、
こ
の
写
本
の
史
料
内
容
の
該
当
時
代
は
、
天
保
十
三
年
以
前
に
さ
か
の
ぼ
り
得
る
も
の
で
な
く
、
弘
化
四

年
を
下
る
も
の
で
は
な
い
ら
し
い
。

　
ま
た
例
え
、
各
冊
又
は
村
に
よ
り
、
物
成
の
明
細
が
Ｉ
　
・
二
年
の
ず
れ
を
も
つ
と
し
て
も
、
こ
こ
で
本
意
と
す
る
問
題
に
は
、
さ

し
て
差
し
支
え
な
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
さ
て
、
天
保
乍
三
年
九
月
、
幕
府
は
天
領
に
対
し
て
、

　
　
百
姓
の
儀
は
、
廉
服
を
着
し
、
髪
も
濤
を
以
て
つ
か
ね
紋
事
、
古
来
の
風
儀
に
紋
所
、
近
年
奢
り
に
長
じ
、
身
分
不
相
応
の
品

　
　
着
用
い
た
し
、
髪
元
結
い
を
用
い
紋
の
み
な
ら
ず
、
流
行
の
風
俗
を
学
び
、
其
外
雨
具
も
蓑
笠
の
み
を
用
い
紋
事
に
紋
處
、
当

　
　
時
傘
雨
合
羽
を
用
い
、
其
の
余
の
儀
万
端
是
に
準
じ
、
無
益
に
費
多
く
、
先
祖
よ
り
待
来
り
紋
田
畑
も
人
に
渡
し
候
儀
、
歎
ケ

　
　
飯
事
に
紋
。
丁
恪
百
姓
に
て
余
業
の
酒
食
商
い
等
い
た
し
候
類
、
又
は
揚
屋
髪
結
等
こ
れ
あ
り
候
儀
、
畢
竟
近
年
の
儀
ニ
テ
、

　
　
若
者
共
自
然
よ
か
ら
ぬ
道
に
携
り
、
柔
弱
か
つ
放
埓
の
基
に
行
間
、
い
よ
い
よ
古
代
の
風
儀
忘
却
致
さ
ず
、
物
ご
と
に
質
素
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

　
　
い
た
し
、
農
業
相
励
紋
儀
肝
要
に
紋
、



と
言
う
触
書
を
発
し
て
い
る
。

　
こ
の
天
保
十
三
年
は
、
あ
た
か
も
天
保
改
革
の
最
中
で
あ
り
、
為
政
者
の
目
に
余
る
こ
の
農
山
村
風
紀
の
変
ぼ
う
ぶ
り
に
は
、
狼

ば
い
的
に
慨
歎
し
、
風
紀
び
ん
乱
と
乱
貧
的
風
紀
を
収
取
す
べ
き
姿
勢
と
し
て
発
せ
ら
れ
た
触
で
あ
っ
た
。

　
勿
論
、
こ
の
法
令
の
対
象
と
さ
れ
た
地
域
は
、
幕
府
直
轄
地
た
る
天
領
で
あ
り
、
辺
地
山
中
の
農
村
部
の
す
み
ず
み
ま
で
、
一
様

に
こ
う
し
た
状
態
で
あ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
は
早
計
で
あ
ろ
う
け
れ
ど
も
、
様
々
の
地
方
法
令
を
見
る
時
、
基
本
的
に
は
、
全
国
替

偏
的
に
、
こ
の
世
情
に
至
っ
て
い
た
も
の
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。

　
天
保
改
革
に
お
け
る
主
要
政
策
は
、
風
俗
矯
正
、
質
素
倹
約
、
低
物
価
対
策
、
旗
本
救
済
策
、
人
口
政
策
な
ど
で
あ
り
、
万
端
に

及
ぶ
政
策
を
上
げ
得
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
基
本
的
方
針
は
、
「
享
保
、
寛
政
の
御
政
事
向
に
相
復
す
」
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
こ
う
し
た
諸
策
は
、
倹
約
分
で
代
表
さ
れ
る
如
く
極
め
て
消
極
的
財
政
策
で
し
か
な
く
、
重
患
症
状
の
幕
藩
財
政
を
長
期
的
に
建

て
直
す
こ
と
は
容
易
で
は
な
か
っ
た
。

　
た
め
に
、
更
に
積
極
的
に
は
、
幕
藩
こ
ぞ
っ
て
殖
産
興
業
政
策
に
も
尽
力
し
た
。
特
に
各
藩
に
お
い
て
は
、
特
産
品
を
藩
営
の
も

と
に
、
専
売
流
通
さ
せ
て
、
貨
幣
収
入
の
増
加
を
企
て
た
。

　
一
方
、
他
に
は
更
に
抜
本
的
方
策
と
し
て
農
村
部
に
お
け
る
米
穀
生
産
量
の
増
大
策
、
貢
租
量
の
増
徴
策
を
上
げ
得
る
。

　
中
で
も
、
粗
放
的
な
農
業
に
基
く
米
穀
生
産
量
の
量
的
限
界
性
か
ら
、
耕
地
の
拡
大
策
が
考
え
ら
れ
、
結
果
と
し
て
、
新
田
、
新

畑
開
発
の
盛
行
策
が
見
ら
れ
る
。

　
こ
の
場
合
、
新
田
開
発
が
、
水
利
や
、
そ
の
工
事
上
か
ら
諸
種
の
制
限
を
受
け
易
い
事
業
で
あ
る
に
対
し
て
、
新
畑
の
開
発
は
、

こ
の
点
、
比
較
的
容
易
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

　
　
　
　
史
　
学
　
論
　
叢
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
七



　
　
　
　
近
世
期
に
お
け
る
開
畑
の
性
格
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
八

以
下
は
、
こ
の
点
に
焦
点
を
お
い
て
、
岡
藩
に
お
け
る
、
当
藩
の
新
開
畑
地
の
特
性
を
概
観
し
た
い
と
思
う
の
で
あ
る
。

　
　
　
三
　
御
物
成
帳
の
形
式

　
以
下
、
分
析
の
対
象
と
す
る
『
御
物
成
帳
』
六
冊
に
収
載
さ
れ
る
組
数
は
、
計
五
十
一
組
の
み
で
あ
り
、
当
期
当
落
の
総
総
数
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

直
入
、
大
野
、
大
分
郡
等
合
せ
て
、
六
十
九
組
で
あ
る
の
で
、
都
合
十
八
組
分
か
大
服
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
欠
服
組
名
は
、
植
木
・
三
宅
・
阿
蘇
野
・
湯
原
・
長
野
・
佛
原
・
菅
田
・
藤
北
・
田
代
・
土
師
・
田
中
・
酒
井
寺
・
直
北
・
市
万
田

板
井
迫
・
阿
志
野
・
梨
原
・
今
市
の
以
上
で
あ
る
。
　
　
　
　
⑩

　
右
十
八
組
訳
読
の
理
由
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
「
四
ケ
組
合
定
」
に
よ
る
と
、
酒
井
寺
・
以
北
・
車
力
田
・
板
井
迫
・
土
師
・
菅

田
・
藤
北
・
田
中
な
ど
の
組
合
せ
規
定
が
貝
え
る
の
で
、
恐
ら
く
は
本
来
、
何
分
冊
か
に
こ
の
十
八
組
分
を
収
載
し
て
い
た
も
の
か
、
仮
に

散
逸
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
・

　
以
下
、
こ
こ
で
使
用
す
る
、
後
藤
氏
史
料
中
の
『
御
物
成
帳
』
六
冊
の
記
載
方
式
に
つ
い
て
、
先
づ
概
示
し
よ
う
。

山
　
　
　
　
　
大
野
郡
　
　
　
　
片
ケ
瀬
組

　
　
六
六
　
　
中
　
　
　
　
　
　
片
ケ
瀬
村

　
　
六
町
弐
反
壱
畝
廿
弐
歩

　
　
　
田
　
六
拾
六
石
六
斗
弐
升
四
合

　
　
四
洽
壱
町
九
反
七
畝
廿
壱
歩

　
　
　
畑
　
弐
百
四
拾
壱
石
四
斗
弐
升
八
夕



　
壱
町
六
反
九
歩

　
　
屋
　
捨
石
六
斗
三
升
試
合
四
夕

三
目
高
合
　
三
百
捨
八
石
六
斗
七
升
七
合
弐
夕

　
弐
口
米
　
弐
百
捨
六
石
六
斗
弐
升
七
合

　
　
　
米
　
九
捨
弐
石
六
斗
三
升
七
合

　
　
　
　
内
夏
　
三
捨
壱
石
壱
斗

　
　
　
大
　
百
七
捨
三
石
六
斗

　
　
　
　
代
米
　
百
弐
捨
四
石
分

　
開
田
　
五
畝
捨
歩

　
　
　
米
　
壱
斗
七
合

　
開
畑
　
捨
五
町
壱
反
廿
九
歩

　
　
　
大
　
九
石
六
斗
六
合

四
日
米
大
合
　
試
百
七
捨
五
石
四
斗
壱
升

　
　
　
内

　
米
　
九
捨
九
石
七
斗
九
升
五
合

　
同
　
三
捨
弐
石
九
斗
同
社
九
合

　
犬
　
百
八
石
七
斗
三
升
三
合

　
　
　
史
　
学
　
論
　
叢

五
九



　
　
　
近
世
期
に
お
け
る
開
畑
の
性
格

同
　
六
拾
三
石
九
斗
三
升
三
合

六
〇

　
以
上
の
書
式
で
、
各
村
の
田
、
畑
、
屋
敷
反
別
、
石
高
を
明
示
し
、
つ
い
で
総
石
高
と
物
成
、
口
米
高
を
記
し
、
更
に
新
開
田
、

新
開
畑
の
面
積
、
石
高
を
示
し
、
四
ロ
米
と
し
て
、
新
開
田
畑
租
を
加
え
、
殼
仮
に
貢
米
大
豆
の
明
細
を
、
そ
れ
ぞ
れ
、
現
品
額
、

銀
納
額
に
分
け
て
明
記
す
る
。

　
こ
う
し
て
何
村
か
の
村
明
細
を
村
毎
に
列
記
し
た
あ
と
、
組
の
総
計
と
し
て
、
草
高
以
下
、
貢
租
高
等
の
明
細
を
記
載
す
る
。

　
村
ご
と
の
記
載
様
式
と
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
が
、
以
下
そ
の
書
式
を
例
示
す
る
。

②
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
片
ケ
瀬
組

　
辨
高
千
七
拾
七
石
壱
斗
七
升
六
合
四
夕

　
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
社
頭
弁
御
普
請
方
士
堰
堤

　
高
拾
七
石
七
斗
三
升
三
合
三
夕
大
庄
屋
拝
領
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
所
々
荒
引

残
高
千
五
拾
九
五
四
斗
四
升
三
合
壱
夕

反
別
　
三
治
三
町
七
畝
治
六
歩

　
田
高
三
百
弐
治
八
石
弐
斗
五
升
三
合

同
　
　
九
治
五
町
八
反
壱
敏
治
三
歩

　
畑
高
五
百
五
治
六
石
壱
斗
壱
升
四
合
弐
夕



同
　
　
三
町
三
役
壱
献
言
三
歩

　
屋
敷
高
三
拾
三
石
壱
斗
七
升
目
合
六
夕

反
別
　
百
三
拾
六
町
弐
役
拾
七
歩

三
口
高
合
九
百
洽
七
石
五
斗
四
升
壱
合
八
夕

　
　
物
成
米
　
六
百
六
洽
八
石
目
斗
五
合

　
　
　
日
米
　
弐
拾
五
石
五
升
三
合

　
　
弐
口
米
　
六
百
八
拾
八
石
四
斗
九
升
八
合

　
　
　
　
内

　
　
　
米
　
三
百
九
拾
三
石
四
斗
九
升
八
合

　
　
　
　
内
　
夏
延
米
　
七
蛤
五
石
三
斗

　
　
　
大
豆
四
百
拾
三
石

　
　
　
　
代
米
弐
百
九
拾
五
石
分

　
　
開
田
高
三
石
六
斗
八
升
目
合

　
　
　
　
反
別
五
反
五
絃
五
歩

　
　
　
　
　
米
壱
石
壱
斗
三
合

　
　
開
畑
高
百
三
拾
八
石
弐
斗
壱
升
七
合
三
夕

　
　
　
　
反
別
三
拾
六
町
九
反
七
畝
蛤
弐
歩

史
　
学
　
論
　
叢

六
一



　
　
　
　
近
世
期
に
お
け
る
開
畑
の
性
格

　
　
　
　
　
大
豆
弐
拾
弐
石
壱
斗
ハ
升
五
合

　
　
四
目
米
犬
合
八
百
弐
拾
九
石
七
斗
四
升
六
合

　
　
　
　
内

　
　
　
米
三
百
九
拾
四
石
五
斗
六
升
壱
合
内

　
　
　
　
米
三
百
五
石
八
斗
三
合

　
　
　
　
同
ハ
拾
八
石
七
斗
五
升
ハ
合

　
　
　
大
豆
四
百
三
拾
五
石
壱
斗
壱
升
五
合
内

　
　
　
　
大
豆
弐
百
八
拾
弐
石
ハ
斗
七
升
壱
合

　
　
　
　
同
　
百
五
拾
弐
石
五
斗
壱
升
四
合

史
料
山
心
中
に
見
え
る
「
三
口
高
」
は
、
田
、
畑
、
屋
敷
高
の
合
計
で
あ
る
。

」＿

ノＸ

一

一

　
出
史
料
中
の
「
弐
口
米
」
は
、
恋
史
料
で
明
ら
か
な
ご
と
く
、
総
石
高
に
対
す
る
［
物
成
］
額
に
、
附
加
税
と
し
て
の
「
口
米
」
を

合
算
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
米
に
対
し
て
は
、
「
夏
廻
米
」
が
あ
り
、
大
豆
の
生
産
、
貢
租
に
際
し
て
は
、
こ
れ
を
米
に
換
算
し
た
場
合
の
米
額
を
明
記
し
て

い
る
。

　
開
田
、
開
畑
分
に
つ
い
て
は
、
史
料
に
明
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
田
畑
積
と
　
米
大
豆
の
額
を
明
記
す
る
。

　
閲
史
料
中
の
「
三
日
米
」
は
、
そ
の
額
は
、
夏
延
米
を
合
む
米
高
に
、
大
豆
を
米
に
換
算
し
た
場
合
の
数
量
を
加
算
し
た
も
の
で

あ
り
、
こ
の
数
字
は
、
附
加
税
を
加
え
た
物
成
米
と
同
体
で
あ
る
。



　
②
史
料
中
の
「
四
口
米
犬
合
」
は
、
弐
口
米
に
、
そ
の
内
浜
中
の
米
の
石
高
及
び
、
大
豆
の
石
高
を
加
え
、
更
に
、
開
田
米
高
及

び
、
開
畑
大
豆
高
を
加
算
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
「
四
日
米
犬
合
」
の
後
に
続
く
数
字
の
内
訳
は
、
米
、
同
、
大
、
同
と
昆
え
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
、
米
大
豆
の
貢
納
に
際
し
て
、
玩

品
柄
及
び
、
銀
納
額
の
区
別
で
あ
る
。

　
　
四
　
開
田
、
開
畑
積
比
に
つ
い
て

若
干
煩
わ
し
い
が
、
以
下
、
開
田
、
開
畑
に
関
す
る
御
物
成
帳
の
数
値
を
衷
化
し
、
各
比
を
算
出
す
る
。

　
　
　
Ｉ
第
一
表
Ｉ

宇
田
枝

日

小

田

馬

背
-J戸

今

山

冬

原

今

宵

片

ケ
瀬

組

名

四八

九

六

〇一

回

ﾉ2ヽ

一

yJ

八
七

五

八

一
七

五

八

六

六

一
一
一一一

工七

ﾉj

ジ

白

五一

六

亙

一九

一
一
一一
一
一．町

‰

長

｡一

‾歩

本

田

積

八

一
一

一
一
一一一

一
一一

四

一

一
－
一
.=-=J

一

●
O

　●
五

　●
一
七

一
－

一
一

一

〇

一
一

五

--一.一

一
一七

一一

fll〃-皿

一
一
一

一

一
七

五

七

〇
五

開

田

積

0.016 0,079 0,037 0,(X)7 0,(XX5 0.0(X5 0,015 比

一
一五

六

●九

－
一八

八
四

一

四

一
一

五

八

一

一

一一
一九

丘

八

五

一
一一一

〇

一

一
自

り

一

毫と

とと

　●
四

●

ﾐふ

●
元

孔

ぐ

一

一
一一一

本

畑

積

四

一一一

六

五

一
一九

－一
一
九

八

几

○

○

－
--一一一

一Ｊ

八

八

〇

七

一一
･－
八

八

五

一

六

六
八

四

〇

一
六

一

一
一--
alw〃

九

六

一心

四

一一
一
一一
一一

九

七

一

一
一一

開

畑

積

0.37 0.47 0.55 0,66 C).47 0,29 0.34 比

備

考

史
　
学
　
論
　
叢

六
三



近
世
期
に
お
け
る
開
畑
の
性
格

六
四

神

原

次

倉

九
重野

柏

原

忠
良原

上
自在

軸

丸

井

上
牧

河
宇
田

伏

野

小
野市

重

岡

中
津留

組

名

－
一一

－－一

九

一
四

とj

1

五

一
一

四

一

一

六

⌒Ｊ四

一
一ヤ

七

一
一

⊇

ﾉﾍﾟ

晶

一一一う

ｿﾓ

七
一

一

一

一
一
一

一
一
－一

一一

〇

一

一一
一一

登

｣一
万;ｼ

一

一
八

七

入

ｙ

ｏ

－
Ｏ

ﾉﾍ

－ー一

四

●
一
七

一
－一

五

一一一

〇

五

一
さ

々

五

-肖一

〇

一

一
｣一
穴

－一一

布

白

－
一一
一
一

〇

七

●
一
七

本

田

積

一

一
一

●
五

一
一七

一

一一

〇

一
一一一

八

〇

一六

八

七

一六

七

一一

〇
八

一

八

一一

四

一一

一
四

一

九

一〇

一五

六

一
六

七

一

一

一一一

一

一

ｿぐ

五

九

五

〇一

七

一一

一

〇

五

一

－一

五

一八

開

田

積

0.053 0.023 0.019 0.013 0.003 Ｏ功3
0.(X)0; 0.02 0.006 0.0(y7 0.035 0.042 0.037

比

一
一一

今

今

Ｏ

ﾉﾍﾟ

一
一
一一六

六

一

一
九

一
回

々

」．
ﾉﾍﾟ

一

一
一一

－－亙

ﾉﾍ

Jひ

今

白

一
ﾌﾟ｛

一
一
こ）

一
一一

四

一

七
・

/へ

一
一八

六

九

八

－一一

一
八

一
一六

六

四

一
六

一
一五

五

八

一七

七一

一一
ツ

元

ｻﾙ

八
一う

とう

一一一

一一

一
一一一

五
五

一

一一一

〇

一

五

四

八

一

一
一八

本

畑

積

八

七

●
五

〇

一
----
七

一
一一
七

六

一

一
九

－
－一
ヤ

一

一
一

白

－
－－一

ダ

ノX

yﾋ

四

囲

〇

一一

〇

七

－
一一

五

七

〇

四

一
一
九

一
一

八

一
一
八

一門

〇

五

一〇

七
八

四

一一

一
五

一一
一九

四

六

一
一
一一一

一
一六

〇

九

－
一
一一一

_･t
壁
ノヘ

四

六

一
一四

五

〇

一
一

九

一一
一一一一

一
一
一－一

五

回

〇

五

開

畑

積

0.78 0.万 O｡25 0.3 0.24 0.3 0.41 0.52 0.68 0.ｓ 0.26 0.82 0.912 0.42 比

備

考



栗

ケ
畑

柴

北

田

原

柴

山

原

田

片

品

矢

田

大

形

狭

山

門

田

牛

ケ迫

太

田

奥

岳

倉

本

組

名

七
〇

五

九

一一

九
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備
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以
上
第
一
俵
を
一
覧
す
る
時
、
ま
ず
次
の
点
に
注
目
さ
れ
る
。

　
す
な
わ
ち
、

　
一
、
本
田
植
と
本
畑
植
と
の
差
格
が
、
極
め
て
大
き
い
こ
と
。

　
二
、
本
田
植
に
対
す
る
開
田
植
の
比
が
、
極
め
て
小
さ
い
こ
と
。

　
三
、
本
畑
植
に
対
し
て
、
開
田
植
の
比
が
、
異
状
に
高
い
こ
と
。

の
三
点
で
あ
る
。

　
当
藩
六
十
九
組
中
、
当
史
料
に
記
載
さ
れ
る
五
十
組
の
本
田
・
本
畑
植
の
概
算
的
集
計
総
植
は
、
去
来
に
明
記
す
る
ご
と
く
、
水

田
三
・
Ｔ
八
〇
町
余
に
対
し
て
、
末
畑
植
は
、
五
・
三
五
〇
町
余
と
な
り
、
畑
植
は
田
植
に
対
し
て
、
一
・
七
倍
で
あ
る
。

「
八
日
・
太
閤
よ
り
三
木
城
は
召
上
ら
れ
、
御
領
地
替
へ
仰
付
ら
る
べ
き
内
命
あ
り
。
淡
路
の
須
太
、
伊
予
の
宇
和
島
・
豊
後
の

史
　
学
　
論
　
叢

六
七



　
　
　
　
　
近
世
期
に
お
け
る
開
畑
の
性
格

　
岡
三
ケ
所
の
内
、
御
望
み
に
任
せ
ら
る
べ
き
旨
…
…
」

に
よ
っ
て
、
境
地
の
善
悪
を
検
討
し
た
と
こ
ろ
、

六
八

　
「
伊
予
な
ら
ば
十
万
石
、
豊
後
な
ら
ば
七
万
石
と
言
ふ
。
山
口
玄
蕃
の
言
に
、
伊
予
の
十
万
石
は
そ
れ
だ
け
の
価
、
豊
後
の
七
万

石
は
、
十
万
石
の
価
あ
り
と
答
ふ
。
こ
れ
に
決

加

し
た
と
言
う
説
は
、
い
く
ぶ
ん
伝
説
的
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
先
記
の

　
「
全
体
、
御
領
内
ハ
山
国
故
、
寒
暖
不
審
ニ
シ
テ
秋
二
至
り
霜
傷
等
の
災
難
多
、
こ
れ
に
よ
っ
て
田
畑
秋
元
士
幌
見
回
勝
手
次
第

　
な
り
…
…
」

の
表
現
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
当
藩
は
、
山
地
性
の
落
城
で
あ
り
、
畑
耕
地
の
優
位
、
及
び
畑
的
開
発
可
耕
他
の
面
積
的
無
限
性
と

言
う
条
件
は
そ
な
え
て
い
た
も
の
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。

　
さ
て
、
衷
示
し
た
よ
う
に
、
五
十
組
中
、
本
田
積
が
、
九
〇
町
～
一
〇
〇
町
以
上
に
及
ぶ
組
は
、
重
岡
組
の
一
六
八
町
三
次
を
最

高
に
、
小
野
市
（
ヱ
八
六
）
、
中
角
二
三
二
）
、
輪
光
（
回
二
）
、
平
田
（
一
一
四
）
、
人
形
（
一
一
三
）
、
木
原
（
一
〇
七
）

君
ケ
園
（
一
〇
七
）
、
河
宇
田
（
一
〇
六
）
、
阿
鹿
野
（
一
〇
三
）
、
玉
来
（
一
〇
一
）
、
北
尾
鶴
・
井
上
（
九
五
）
の
十
三
組
に
宰

す
ぎ
な
い
。

　
こ
れ
ら
の
地
域
の
う
ち
、
重
岡
、
北
尾
鶴
、
小
野
市
以
外
は
、
緒
方
川
の
上
流
域
に
展
開
す
る
比
較
的
肥
沃
な
沖
積
部
で
あ
り
、

中
で
も
、
特
に
人
形
、
井
上
、
袖
丈
、
河
宇
田
地
区
は
、
大
野
川
の
本
流
に
沿
っ
た
地
域
で
あ
り
、
当
藩
内
で
も
土
要
な
穀
倉
地
帯

で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
水
田
地
帯
に
対
し
て
、
本
畑
積
が
、
九
〇
町
～
て
」
）
○
町
歩
以
上
に
及
ぶ
組
は
、
直
入
郡
葎
原
組
の
五
一
九
町
五
反
を
箪



頭
に
、
柏
原
（
三
九
六
）
、
菅
生
（
三
二
四
）
、
恵
良
原
（
一
七
八
）
、
田
原
（
一
六
〇
）
、
太
田
（
一
五
六
）
、
九
重
野
（
一
四

六
）
、
冬
原
（
一
同
四
）
、
片
品
・
中
角
二
三
七
）
、
次
倉
（
コ
二
六
）
、
倉
本
（
コ
ー
七
）
、
矢
田
（
コ
こ
Ｉ
）
、
柏
木
（
一

一
六
）
、
牧
・
宇
田
枝
（
一
一
五
）
、
神
原
（
一
一
一
）
、
阿
鹿
野
（
一
〇
五
）
、
木
原
（
一
〇
〇
）
、
伏
野
・
片
島
（
九
九
）
、

馬
背
戸
（
九
八
）
、
穴
井
迫
（
九
五
）
、
大
形
（
九
三
）
、
挟
田
（
九
こ
の
二
十
七
組
に
及
び
、
そ
の
大
半
を
占
め
る
。

　
こ
う
し
た
数
値
は
、
当
藩
の
山
地
性
を
よ
く
物
語
っ
て
い
る
。

　
本
田
に
対
す
る
開
田
積
の
比
は
、
各
組
と
も
極
め
て
小
さ
く
、
一
〇
％
に
達
す
る
も
の
皆
無
で
あ
り
、
水
田
清
二
〇
余
町
に
対
し

て
、
一
町
余
の
開
田
、
そ
の
比
ハ
％
の
奥
岳
組
を
最
高
と
す
る
に
す
ぎ
な
い
。

　
こ
の
五
十
組
の
平
均
開
田
比
率
は
、
三
・
九
％
と
計
算
さ
れ
、
水
田
の
開
発
（
開
田
）
の
消
極
性
を
物
語
っ
て
い
よ
う
。

　
勿
論
、
こ
の
低
比
率
を
も
っ
て
即
ち
、
開
田
活
動
が
総
じ
て
積
極
的
で
な
か
っ
た
と
の
み
解
す
る
訳
で
は
な
い
。

　
す
な
わ
ち
む
し
ろ
こ
の
低
比
率
は
、
水
田
開
発
が
す
で
に
あ
る
程
度
の
限
界
に
達
し
て
い
た
結
果
か
ら
生
じ
た
数
値
で
は
な
い
か

と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
こ
と
は
、
当
藩
内
に
お
い
て
、
比
較
的
肥
沃
な
水
田
地
帯
と
目
さ
れ
る
緒
方
平
野
に
属
す
る
井
上
、
上
自
在
、
直
入
郡
の
門

田
、
玉
来
、
君
ケ
園
な
ど
が
、
開
田
比
率
一
％
以
下
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
、
暗
示
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
玉
来
、
君
ケ
園
、
門
田
、
軸
丸
な
ど
は
、
と
も
に
Ｉ
〇
〇
町
歩
を
越
す
田
植
を
持
ち
な
が
ら
、
開
田
植
は
異
状
に
小
さ
い
。

　
そ
の
比
率
が
、
比
較
的
高
い
数
値
を
示
す
地
域
は
、
九
重
賢
一
・
九
％
、
柏
原
（
一
・
三
％
）
、
神
原
（
五
・
三
％
）
、
菅
生
（
四

・
七
％
）
、
栢
本
（
三
・
七
％
）
、
北
尾
鶴
（
四
％
）
な
ど
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
地
域
は
、
台
地
性
の
畑
作
地
帯
で
あ
り
、
水
利

や
そ
の
他
の
条
件
の
中
で
、
開
田
に
は
更
に
限
界
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
更
に
は
、
こ
の
高
率
を
示
す
地
域
の
開
田
植
は
。

　
　
　
　
史
　
学
　
論
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近
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お
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七
〇

一
ケ
タ
合
に
す
ぎ
ず
、
本
田
積
の
狭
少
性
に
起
因
し
て
、
こ
の
高
率
を
示
す
も
の
と
も
考
え
ら
れ
、
決
し
て
開
田
の
積
極
性
を
物
語

る
も
の
ば
か
り
で
は
な
い
。

　
次
に
本
畑
積
と
開
畑
積
と
の
関
係
を
見
よ
う
。

　
五
十
組
の
総
本
畑
積
は
、
先
記
の
如
く
、
概
算
額
で
五
・
三
五
〇
町
余
と
な
り
、
こ
れ
に
対
し
て
、
開
畑
積
は
、
二
・
一
四
〇
町

余
で
、
そ
の
比
率
は
、
四
六
％
で
あ
る
。

　
本
田
・
開
田
の
比
平
均
値
が
三
・
九
％
で
あ
る
こ
と
に
対
し
て
、
異
状
に
高
い
。

　
重
岡
組
は
、
本
畑
積
五
五
町
に
対
し
て
開
畑
積
五
〇
町
歩
余
で
、
そ
の
比
九
一
％
を
は
じ
め
、
有
氏
の
九
四
％
、
柴
北
の
七
四
％
、

神
原
の
七
八
％
が
目
立
ち
、
五
〇
％
以
上
の
組
は
十
九
組
を
数
え
る
。

　
中
で
も
、
恵
良
原
組
は
、
そ
の
比
率
二
四
％
に
す
ぎ
な
い
け
れ
ど
も
、
一
七
八
町
余
の
本
畑
積
に
対
し
て
、
四
十
四
町
余
の
開
畑

積
を
持
ち
、
水
田
の
五
四
町
に
対
す
る
間
日
積
七
段
に
比
べ
て
、
異
状
な
数
値
で
あ
る
。

　
特
に
、
柏
木
組
の
ご
と
く
は
、
一
一
六
町
七
反
余
の
本
畑
積
に
対
し
、
開
畑
積
コ
二
四
町
九
段
余
に
及
び
Ｉ
・
一
五
倍
と
な
り
、

開
畑
積
が
本
畑
積
を
上
廻
る
例
さ
え
見
ら
れ
る
。

　
本
畑
積
・
開
畑
積
比
が
平
均
四
六
％
に
達
し
、
開
畑
活
動
の
積
極
性
を
如
実
に
示
し
て
い
る
こ
の
「
開
畑
」
と
は
、
一
体
如
何
な

る
性
質
を
有
す
る
耕
地
で
あ
ろ
う
か
。

　
⑩

研
究
や
史
料
に
よ
る
と
江
戸
期
を
通
じ
て
、
山
間
部
で
一
般
的
に
盛
行
し
た
畑
耕
作
と
し
て
、
「
焼
畑
」
、
「
山
畑
」
、
「
苅
畑
」

な
ど
が
あ
る
。

　
こ
の
焼
畑
は
、
林
地
・
潅
木
地
・
草
地
を
焼
き
払
り
　
こ
の
灰
を
な
ら
す
程
度
で
、
地
面
に
農
作
物
を
植
付
す
る
も
の
で
、
極
め
・



て
短
期
間
に
放
置
さ
れ
、
地
力
の
回
復
を
待
っ
て
、
再
び
畑
地
化
す
る
方
法
で
あ
る
。

　
勿
論
こ
の
畑
は
高
人
達
で
あ
る
が
極
め
て
低
祖
率
で
あ
る
。
こ
う
し
た
地
域
は
、
鹿
や
猪
な
ど
獣
害
も
ひ
ど
く
、
草
高
か
ら
の
引

高
明
細
に
、
「
猪
鹿
荒
引
」
の
例
な
ど
の
見
え
る
上
地
で
も
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

　
　
「
ｊ
開
畑
壱
ケ
年
又
は
二
三
年
作
り
候
而
、
跡
ヲ
野
荒
ニ
い
た
し
候
儀
免
許
な
り
…
…
」

と
言
う
事
実
は
、
奥
岳
組
以
外
に
も
、
か
な
り
普
偏
的
に
認
め
て
も
良
い
も
の
と
考
え
ら
れ
、
こ
う
し
た
短
期
辨
官
の
畑
地
が
、
比

較
的
大
き
い
比
重
を
占
め
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
岡
藩
に
お
け
る
、
い
わ
ゆ
る
開
畑
の
総
括
的
実
態
を
知
り
得
る
史
料
は
、
残
念
な
が
ら
、
管
見
の
限
り
で
は
見
当
ら
な
い
。

　
そ
こ
で
、
部
分
的
な
が
ら
こ
の
点
に
つ
い
て
以
下
若
干
考
え
て
見
よ
う
。

　
『
御
覧
帳
細
注
』
‐
（
壱
）
に
引
用
す
る
「
寛
文
九
年
之
帳
」
の
記
事
に
、
大
野
郡
片
ケ
瀬
組
片
ケ
瀬
村
の
高
明
細
を
載
せ
て
い
る
。

　
こ
の
数
値
を
、
弘
化
期
の
当
村
関
係
史
料
と
て
、
比
較
す
る
と
第
二
表
の
如
く
で
あ
る
。

　
－
第
二
表
－

弘

化

寛

文

年

代

八右

五

四

ヤ

ﾌﾞぐ

でy

で

ヤ

田

高

一
一
一公

ヤ

一

一
一｜

一
一Ｗ

一

一一一

ヤ

畑

高

八亘

ヤ
？

ﾐ一
yl

でE］

屋

敷

高

一
ﾀt1

一サ
九歩

開

田

Ｗ

ヤ

一一一

回

八

●
八

〇
一
｜

開

畑

　
右
の
表
に
現
れ
る
数
値
の
差
を
、
雨
期
の
全
藩
的
数
値
と
し
て
、
あ
て
は
め
得
る
か
に
つ
い
て
は
問
題
が
あ
る
に
し
て
も
、
一
応

こ
こ
に
現
れ
る
雨
時
期
の
数
値
を
比
較
し
て
見
よ
う
。

　
寛
文
九
（
ヱ
八
六
九
）
年
、
弘
化
元
（
一
八
四
四
）
年
の
間
に
、
本
田
高
は
、
比
較
的
固
定
的
で
二
〇
石
弱
乍
ら
増
加
を
見
る
に

　
　
　
　
史
学
　
論
　
叢
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
一



　
　
　
　
　
近
世
期
に
お
け
る
測
畑
の
性
格
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
二

反
し
、
畑
高
は
Ｉ
〇
〇
石
余
の
減
少
と
な
る
。

　
屋
敷
高
で
は
、
弘
化
期
で
二
石
五
斗
の
減
少
で
あ
る
。

　
開
田
積
で
は
、
寛
文
期
の
九
歩
に
対
し
て
、
一
反
九
敏
十
一
歩
と
見
え
、
一
方
、
開
畑
積
は
、
ほ
ぼ
同
数
値
に
止
る
。

　
天
保
十
二
八
三
九
）
年
の
、
当
藩
大
野
郡
軸
大
組
馬
場
村
の
『
開
田
片
々
名
寄
‰
に
よ
る
と
、
十
一
名
各
人
の
開
田
理
数
が

見
え
て
い
る
。

　
こ
の
史
料
で
は
、
開
出
面
積
二
畝
合
一
名
、
一
敏
合
七
名
、
一
敏
以
下
三
名
が
あ
り
、
そ
の
合
計
は
一
反
四
敏
三
歩
で
あ
っ
た
。

　
当
時
代
前
後
の
、
当
村
内
の
百
姓
数
は
、
明
確
で
は
な
い
な
が
ら
、
十
年
前
の
文
致
十
二
二
八
二
九
）
年
の
『
馬
場
村
惣
百
姓

　
　
　
　
⑩

屋
敷
片
附
帳
』
に
よ
る
と
、

第三表

人

数

面

積

１
六
畝
以
上

２

四

畝

１

一一一

１８

－
一
一
１

一
一

２７

一
一
１

一

２８
一
畝
以
下

７６ 計

と
な
り
、
計
七
十
六
名
の
屋
敷
持
ち
の
百
姓
の
数
が
見
え
る
。

　
右
七
十
六
名
の
百
姓
の
階
層
別
所
属
に
つ
い
て
は
明
細
を
知
り
得
な
い
が
、
十
年
回
前
後
の
時
代
差
を
一
応
問
題
外
と
す
れ
ば
、

こ
の
中
の
、
一
・
五
割
の
者
の
み
が
、
開
田
事
業
を
行
な
い
得
た
こ
と
に
な
る
。

　
天
保
十
年
の
、
当
村
馬
場
村
開
田
坪
数
は
、
総
計
十
一
名
で
一
反
四
畝
三
歩
、
弘
化
期
の
史
料
で
は
、
一
反
六
畝
と
な
り
、
二
畝

の
増
加
で
あ
っ
た
。

　
こ
こ
で
問
題
に
な
る
の
は
、
片
ケ
瀬
村
の
事
例
で
見
た
。
二
〇
〇
年
間
の
時
代
差
を
限
っ
て
比
べ
た
時
の
開
畑
積
の
数
値
的
隅
ペ

イ
状
態
で
あ
る
。



－

－

－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

　
当
藩
の
聞
田
畑
に
関
す
る
規
定
に
よ
る
と

　
　
「
聞
田
畑
打
紀
候
年
よ
り
三
ケ
年
額
年
貢
、
四
ケ
年
目
検
地
受
、
定
法
也
、
但
荒
地
紀
聞
田
畑
打
紀
候
分
ハ
、
荒
地
紀
御
定
法
之

　
通
七
ケ
年
額
年
貢
也
」

と
見
え
、
旧
耕
地
の
再
開
発
は
、
三
年
間
無
税
、
四
年
目
か
ら
指
定
の
年
貢
納
入
、
ま
た
、
新
し
く
荒
地
を
開
発
し
た
場
合
は
、
七

ケ
年
は
無
税
で
、
八
年
目
か
ら
年
貢
納
入
を
す
る
定
法
で
あ
っ
た
。

　
的
に
も
見
た
よ
う
に
、
西
日
本
で
多
く
見
ら
れ
る
焼
畑
耕
地
の
地
味
的
な
意
味
か
ら
の
耕
営
年
限
を
極
め
て
知
か
く
、
三
・
四
年

限
度
と
見
て
、
こ
の
片
ケ
瀬
村
の
開
畑
を
、
旧
耕
荒
廃
畑
と
換
地
的
に
切
り
替
え
開
発
す
る
作
業
を
く
り
返
し
て
来
た
た
め
聞
畑
積

が
必
然
的
に
一
致
す
る
も
の
な
の
か
、
又
は
、
全
く
新
開
畑
で
あ
り
な
が
ら
、
両
時
期
で
偶
然
に
も
畑
積
が
一
致
す
る
も
の
な
の
か

に
つ
い
て
は
、
即
断
し
得
る
史
料
を
こ
こ
に
待
た
な
い
。

　
た
だ
疑
問
と
な
る
の
は
、
田
高
（
本
田
的
）
の
囚
定
化
に
対
し
て
、
畑
高
は
Ｉ
〇
〇
石
余
の
減
少
を
見
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　
水
田
に
於
け
る
生
産
高
の
増
大
に
聞
す
る
研
究
に
よ
る
と
、
享
保
期
の
反
一
石
三
年
九
升
平
均
に
対
し
て
、
寛
政
期
以
後
の
反
当

り
の
産
米
額
は
二
石
二
斗
を
前
後
す
る
程
に
上
昇
し
て
い
る
事
実
を
考
え
る
時
、
当
村
の
田
の
面
積
的
増
加
は
考
慮
外
に
し
て
も
、

二
〇
〇
年
間
に
於
け
る
二
〇
石
余
の
増
石
は
肯
定
で
き
る
に
し
て
も
、
畑
高
の
減
少
に
つ
い
て
は
、
多
分
に
疑
問
が
残
る
。

　
こ
の
背
景
と
し
て
、
「
聞
畑
」
の
性
格
を
、
今
少
し
厳
密
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

　
さ
て
、
江
戸
時
代
中
期
以
後
の
、
幕
藩
窮
乏
財
政
立
て
直
し
対
策
は
、
そ
れ
ま
で
の
粗
放
的
な
農
業
形
態
に
基
づ
く
、
生
産
量
の

限
界
か
ら
、
農
学
的
な
立
場
に
立
っ
て
、
農
耕
作
業
の
合
理
化
、
品
種
の
改
良
等
の
各
分
野
か
ら
、
改
革
し
よ
う
と
す
る
努
力
が
行

な
わ
れ
た
。

　
　
　
　
　
史
　
学
　
論
　
叢
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
三



近
世
期
に
お
け
る
開
畑
の
性
格

こ
の
傾
向
は
、
『
地
方
農
書

心的
の
続
発
に
よ
っ
て
も
窺
い
得
よ
う
。

七
四

　
中
で
も
、
具
体
的
な
方
策
と
し
て
進
め
ら
れ
た
の
は
、
耕
地
面
積
の
拡
大
策
で
あ
っ
た
。

　
史
七
、
新
田
開
発
事
業
は
、
普
通
、
戦
国
時
代
以
降
、
急
速
に
進
展
す
る
け
れ
ど
も
、
潅
漑
水
利
工
事
の
技
術
、
開
発
に
要
す
る

費
用
な
ど
の
制
約
か
ら
、
江
戸
初
期
ま
で
は
、
概
し
て
幕
府
や
藩
の
企
画
に
よ
る
開
発
、
又
は
土
豪
酒
に
よ
る
開
田
畑
事
業
等
に
限

ら
れ
る
傾
向
に
あ
っ
た
。

　
し
か
し
、
農
耕
機
具
の
発
達
や
、
支
配
者
の
貢
租
増
徴
を
目
的
と
し
た
耕
地
開
発
意
欲
・
指
導
な
ど
は
、
次
第
に
、
小
農
民
酒
に

よ
る
小
規
模
田
畑
地
の
開
発
事
業
を
う
な
が
し
、
特
に
江
戸
中
刻
以
後
に
は
、
既
成
の
末
田
畑
に
隣
接
す
る
余
地
を
小
規
模
に
開
発

す
る
、
い
わ
ゆ
る
「
切
添
新
田
」
や
「
持
添
新
田
」
の
盛
行
を
見
る
よ
う
に
な
り
、
時
に
は
、
既
成
の
村
落
に
接
す
る
山
野
、
沼
沢

を
開
発
し
て
、
遠
近
の
農
民
を
集
団
的
に
移
住
せ
し
め
る
大
規
模
な
も
の
ま
で
見
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
凛

　
ヅ
保
‐
1｡
一
　
二
七
二
六
）
年
の
ヽ
　
「
新
田
検
地
茶
巾
」
は
ヽ
三
上
二
条
に
及
ぶ
整
理
さ
れ
た
内
容
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
が
ヽ
普

通
、
こ
の
期
を
境
に
し
て
元
禄
年
間
以
・
前
に
開
発
し
、
検
地
を
行
な
っ
て
来
た
耕
地
を
「
本
田
畑
」
、
元
禄
以
降
、
こ
の
享
保
期
末

ま
で
の
耕
地
を
「
占
新
田
（
畑
）
」
、
ヅ
保
以
降
の
開
田
畑
を
「
新
円
畑
」
と
呼
び
区
別
す
る
。

　
　
「
新
田
検
地
条
目
」
は
、
こ
の
新
円
畑
を
対
象
と
し
た
検
地
規
定
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
条
目
で
は
、
本
田
畑
、
片
親
一
円
畑
、
新
山
畑
の
区
別
に
関
し
て
、

　
　
「
村
境
抒
本
田
畑
、
↑
白
状
田
畑
境
は
、
検
地
不
取
懸
前
万
、
双
方
名
七
組
頭
或
ハ
庄
屋
年
寄
等
室
内
之
も
の
冊
立
会
右
之
境
目
不

相
紛
‘
様
二
境
目
杭
為
　
椙
辻
　
可
¨
申
事
、
但
右
之
境
目
双
方
中
分
有
之
境
目
不
　
分
明
　
之
場
所
有
’
ｙ
・
こ
候
ハ
ハ
、
双
方
吟
味

之
上
絵
図
書
付
を
以
可
　
椙
頂
上
事
」
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と
見
え
、
本
田
畑
、
右
新
田
畑
、
新
田
畑
開
発
に
伴
な
う
境
界
の
問
題
等
に
つ
い
て
明
確
な
区
別
を
規
定
し
て
い
る
。

　
更
に
こ
の
条
目
で
は
、

　
　
「
畔
際
壱
尺
づ
つ
可
¨
除
事
…
…
…
」

　
　
「
用
水
百
二
こ
、
田
に
可
｀
゛
成
処
、
畑
に
い
た
し
百
”
之
分
は
、
・
出
方
に
検
地
可
ｙ
｀
致
太
閤
発
願
之
趣
可
Ｌ
有
　
吟
味
’
事
」

　
　
「
川
畑
位
付
、
其
村
本
田
畑
之
位
付
を
元
に
用
い
上
々
之
ド
、
中
々
之
下
、
下
々
之
下
見
付
い
づ
れ
も
壱
斗
実
り
新
山
畑
位
を
可
¨

　
完
」

　
　
「
住
宅
不
　
踏
荒
・
様
入
念
可
＼
印
行
二
俣
、
且
又
、
御
代
官
御
勘
定
人
等
、
ド
役
、
竿
入
等
号
今
迄
、
木
銭
相
結
社
所
百
合
之

　
ざ
う
じ
を
以
、
壱
汁
壱
菜
に
可
¨
賄
　
外
酒
肴
一
切
不
　
大
出
‘
諸
事
尊
公
ノ
之
様
二
吟
味
可
フ
中
付
゛
事
」

な
ど
　
開
発
可
耕
地
の
社
格
の
問
題
、
開
発
地
の
位
付
、
新
田
検
地
役
人
の
態
度
に
至
る
ま
で
、
き
び
し
い
規
定
を
設
け
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
規
定
を
必
要
と
し
た
背
景
は
、
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
。

　
す
な
わ
ち
・
、
そ
の
原
因
は
、
新
田
畑
開
発
事
業
の
盛
行
に
よ
っ
て
、
総
肢
的
山
畑
績
や
、
生
産
量
増
加
が
必
ず
し
も
確
約
さ
れ
得

る
も
の
で
は
な
く
、
例
え
ば
、
新
田
畑
の
開
発
が
、
と
も
す
る
と
、
既
存
本
国
畑
へ
の
水
利
に
障
害
を
も
た
ら
し
、
ま
た
、
そ
の
水

田
へ
の
肥
料
供
給
源
た
る
球
場
等
の
減
少
を
生
じ
、
そ
の
時
点
ま
で
排
雪
し
続
け
て
来
た
耕
地
か
ら
総
生
産
量
、
生
産
力
を
低
下
せ

し
め
る
危
険
を
は
ら
ん
で
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　
特
に
、
新
開
田
畑
に
お
け
る
「
鍬
下
年
季
」
す
な
わ
ち
・
、
開
発
啓
二
年
な
い
し
。
長
年
の
年
月
の
間
は
、
そ
の
開
発
地
は
、
「
無
年

貢
地
」
若
し
く
は
そ
れ
に
近
い
低
率
祖
と
し
て
用
益
で
き
る
制
度
は
、
こ
う
し
た
傾
向
を
肋
長
さ
せ
る
可
能
性
を
多
分
に
も
っ
て
い

た
。

　
　
　
　
史
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近
世
期
に
お
け
る
開
畑
の
性
格

こ
の
危
険
を
防
止
す
る
に
は
、
当
然
、
新
田
検
地
条
目
は
必
要
不
可
欠
な
規
制
で
あ
っ
た
。

七
六

　
「
今
の
勢
を
見
る
に
、
新
開
田
地
は
、
利
有
に
似
て
利
に
あ
ら
ず
、
如
何
と
な
れ
ば
、
田
地
受
け
れ
ば
人
力
足
ら
ず
、
古
田
に
力

　
を
用
い
る
事
薄
き
故
に
土
や
せ
て
物
を
生
ず
る
こ
と
少

洵
」

と
言
う
見
解
は
、
新
開
田
地
辨
官
の
た
め
に
、
し
ば
し
ば
古
田
地
の
荒
廃
す
る
状
景
を
如
実
に
観
察
し
て
い
る
。

　
享
保
六
年
六
月
の
法
偏
げ
よ
る
と
、

　
「
大
概
占
出
畑
或
は
球
場
等
之
障
に
成
候
事
度
々
有
゛
之
儀
に
候
条
、
左
様
成
所
は
、
可
’
為
・
無
用
・
事
」

と
見
え
、
新
開
田
は
、
古
田
畑
の
水
利
や
、
球
場
の
支
障
に
及
ぶ
場
合
が
多
い
と
聞
く
故
、
こ
う
し
た
支
障
を
来
た
す
場
所
の
開
発

は
然
る
べ
き
で
な
い
と
述
べ
、
新
開
田
畑
の
新
規
開
発
が
、
水
利
の
悪
化
を
招
き
、
球
な
ど
肥
草
採
取
場
所
の
減
少
を
来
た
す
こ
と

を
重
視
し
て
、
無
制
限
、
無
計
画
な
開
発
を
禁
じ
た
の
で
あ
る
。

　
『
地
方
大
意
に
Ｊ
に
は
、

　
「
占
田
畑
の
内
を
、
井
堀
の
敷
地
に
つ
ぶ
し
、
そ
の
余
り
水
を
占
田
畑
の
中
に
流
し
込
む
の
で
、
昔
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
水
害
を

　
生
じ
、
水
損
を
見
る
ば
か
り
で
な
く
、
占
い
沼
沢
に
生
じ
て
い
た
藻
草
や
、
マ
コ
モ
を
瑕
っ
て
肥
料
に
し
て
い
た
も
の
を
、
沼
沢

　
を
つ
ぶ
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
草
肥
を
な
く
し
、
旧
畑
施
肥
の
基
を
欠
い
て
し
亨
っ
。
」

と
述
べ
、
沼
沢
を
新
田
と
し
て
開
拓
す
る
こ
と
に
伴
な
う
支
障
を
指
適
し
て
い
る
。

　
勿
論
、
こ
の
よ
う
な
新
開
田
畑
は
、
そ
の
規
模
が
比
較
的
大
き
い
も
の
に
限
ら
れ
よ
う
け
れ
ど
も
、
当
期
の
法
令
史
料
に
つ
隠
ｍ
二

に
関
す
る
規
矩
あ
り
、

　
「
検
地
の
時
に
案
内
を
せ
ず
に
残
し
て
お
い
て
、
検
地
の
後
に
至
っ
て
も
地
主
か
ら
申
し
出
な
い
土
地
を
、
隠
田
と
言
い
、
こ
れ



　
は
不
屈
至
極
な
の
で
疆
に
す
る
・
」

と
今
し
、
更
に

　
「
マ
タ
、
新
間
切
昌
等
有
≒
谷
二
四
年
申
シ
出
ザ
ル
ト
モ
、
カ
ク
シ
田
卜
申
筋
ニ
ハ
コ
レ
無
ク
、
答
申
シ
付
ケ
ズ
、
然
レ
ド
モ
、

　
多
分
ノ
地
所
数
十
年
申
シ
出
ズ
、
無
年
貢
ニ
テ
作
ル
ニ
於
テ
ハ
、
カ
ク
シ
田
二
准
ジ
相
応
ノ
科
申
シ
付
ル
…
…
」

と
見
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
、
「
百
姓
手
寂
」
を
目
的
と
し
た
小
規
模
新
開
旧
畑
は
、
単
に
年
貢
未
納
の
科
の
み
で
な
く
、
末
田
畑

の
辨
官
不
出
精
の
点
か
ら
も
堅
く
禁
止
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
そ
れ
に
し
て
も
、
続
け
て
、

　
　
「
す
べ
て
少
し
の
新
開
・
荒
地
瓦
し
等
を
早
々
改
め
て
年
貢
を
取
る
こ
と
は
宜
し
か
ら
ざ
る
こ
と
な
り
、
一
両
年
を
赦
し
、
百
姓

　
の
入
用
手
取
の
代
り
に
取
ら
せ
置
が
よ
く
、
左
す
れ
ば
、
百
姓
に
て
も
出
精
し
て
、
新
開
瓦
返
等
を
致
す
こ
と
な
り
」
と
見
え
、

小
規
模
間
田
畑
の
早
期
年
貢
収
納
を
い
ま
し
め
て
い
る
。

　
寛
政
五
年
二
月
の
参
に
よ
る
と
、

　
総
テ
荒
地
瓦
返
ノ
旨
趣
ハ
、
民
カ
ヲ
振
起
ス
ル
ヲ
専
要
ト
ナ
シ
　
其
地
二
因
テ
思
慮
ヲ
掲
ス
ヘ
キ
ハ
諭
ナ
ク
、
町
歩
ノ
多
少
、
上

　
地
ノ
善
悪
ニ
モ
因
ル
ヘ
シ
ト
雖
モ
、
貿
ヘ
ハ
荒
地
洽
町
歩
ノ
内
、
壱
町
歩
瓦
返
直
二
見
直
ヲ
為
セ
バ
、
残
町
歩
起
返
ス
ヘ
キ
ノ
勇

　
カ
ヲ
析
ク
ノ
理
タ
リ
、
瓦
返
ノ
初
ハ
至
テ
低
見
ト
ナ
シ
　
迫
テ
地
味
復
シ
瓦
返
費
用
も
補
理
ス
ヘ
キ
景
況
ヲ
察
シ
テ
之
ヲ
悦
諭
し

と
す
る
見
解
に
よ
っ
て
、
鍬
下
年
季
の
制
を
生
む
訳
で
あ
り
、
こ
の
態
度
は
、
少
く
と
も
、
集
積
的
に
は
、
莫
大
西
積
の
田
畑
開
発

を
う
な
が
し
た
と
考
え
・
ら
れ
る
。

　
し
か
し
続
け
て

　
　
　
　
史
　
学
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近
世
期
に
お
け
る
開
畑
の
性
格
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
八

　
「
若
し
十
丑
年
収
八
二
十
年
モ
起
返
改
良
ノ
地
ヲ
最
初
ノ
下
免
ト
為
シ
置
カ
ハ
、
他
ノ
無
難
ノ
田
畑
ヲ
所
有
セ
ル
者
憚
ハ
ス
、
収

　
ハ
姦
智
ノ
者
田
畑
ヲ
ー
時
荒
損
セ
ハ
、
私
利
多
キ
等
ノ
不
良
心
ヲ
生
マ
サ
ル
ヲ
保
タ
ス
」

故
、
速
か
に
勘
査
す
る
方
針
の
あ
っ
た
事
実
を
考
え
れ
ば
、
鍬
下
年
季
を
合
法
的
に
悪
用
す
る
風
汐
も
少
く
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
点
に
、
開
田
畑
の
特
殊
価
値
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
五
　
開
畑
の
問
題
点

ち
て
、
文
化
八
年
十
一
月
、
当
藩
で
は
、
著
名
な
農
民
騒
動
が
発
生
し
、
隣
接
す
る
臼
杵
藩
に
ま
で
波
及
す
る
結
果
を
生
じ
て
い

る
。

　
こ
の
問
題
は
、
当
期
前
後
の
、
天
保
改
革
の
諸
政
策
と
、
階
級
対
立
の
激
化
の
問
題
と
し
て
、
普
偏
的
に
捉
え
ら
れ
る
課
題
の
範

鋳
に
入
る
が
、
当
期
西
日
本
一
帯
―
商
品
生
産
発
展
の
後
進
地
帯
で
は
、
殖
産
興
業
政
策
の
成
果
を
、
専
売
制
度
を
通
じ
て
藩
財
政

に
還
元
し
よ
う
ど
す
る
政
策
と
し
て
顕
著
に
現
わ
れ
、
こ
れ
に
対
す
る
行
動
と
し
て
の
農
民
の
主
張
を
「
農
民
一
揆
」
の
所
因
と
し

て
評
価
す
る
。

・
中
で
も
、
天
保
二
年
、
長
州
藩
に
端
を
発
し
た
、
い
わ
ゆ
る
院
長
一
揆
は
、
産
物
会
所
の
組
織
と
、
機
能
に
反
意
を
示
し
、
産
物

方
役
所
や
、
こ
れ
と
結
ぶ
特
権
商
人
、
富
豪
農
民
ら
を
襲
い
、
四
周
に
回
訓
を
得
て
、
十
万
を
越
え
る
一
揆
勢
に
成
長
す
る
と
言
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

大
規
模
な
も
の
で
あ
っ
た
。

　
直
前
の
岡
藩
一
揆
は
、
生
産
会
所
設
置
を
始
め
と
す
る
専
売
制
度
に
反
対
す
る
農
民
側
の
行
動
で
あ
り
、
こ
う
し
て
、
当
期
の
各
一

揆
は
、
そ
の
原
因
に
共
通
し
た
要
素
を
蔵
し
て
い
た
。



　
岡
】
揆
の
初
動
地
域
は
、
「
四
原
」
と
呼
ば
れ
る
地
域
で
、
具
体
的
に
は
、
柏
原
、
恵
良
原
、
葎
原
、
菅
生
原
地
区
で
あ
る
が
、

当
域
は
、
い
わ
ば
、
岡
藩
内
に
お
け
る
代
表
的
な
畑
作
地
帯
で
あ
る
。
（
第
一
表
参
照
）

　
当
期
西
日
本
諸
藩
で
は
、
品
種
の
多
少
は
別
と
し
て
も
、
各
藩
内
の
特
産
品
を
藩
営
の
も
と
に
、
専
売
流
通
さ
せ
て
、
貨
幣
的
収

入
を
増
加
さ
せ
よ
う
と
試
み
た
例
は
多
く
、
豊

　
（
安
政
期
）
、
臼
杵
の
紙
（
文
化
期
）
な
ど
が

　
岡
藩
で
は
、
文
化
期
に
塩
が
あ
っ
た
。

だ
け
を
と
り
上
げ
て
も
府
内
藩
の
青
荒
（
天
保
十
三
年
）
、
森
藩
の
明
ば
ん

　
商
品
的
農
産
物
の
殖
産
奨
励
と
軌
を
一
に
し
て
、
こ
れ
を
藩
直
営
の
専
売
シ
ス
テ
ム
に
乗
せ
、
直
営
の
製
産
会
所
を
設
け
て
、
商

品
生
産
を
試
み
、
有
力
商
人
に
専
売
権
を
与
え
て
、
そ
の
代
賞
と
し
て
特
定
の
利
潤
を
吸
収
す
る
な
ど
の
目
的
を
も
つ
こ
の
手
段
は
、

当
期
各
藩
の
不
可
逸
の
追
益
法
で
あ
り
、
商
品
流
通
、
貨
幣
経
済
の
渦
中
に
流
入
し
て
、
変
質
し
よ
う
と
し
て
い
る
農
村
の
保
護

（
藩
側
の
利
の
立
場
か
ら
の
）
策
で
も
あ
っ
た
。

　
悶
着
一
揆
に
お
け
る
農
民
側
の
掲
げ
た
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
生
た
る
も
の
は
、
御
物
会
所
の
廃
止
の
こ
と
、
製
産
方
の
廃
止
の
こ
と
、

塩
問
屋
廃
止
の
こ
と
、
開
畑
増
運
上
免
除
の
こ
と
な
ど
で
あ
っ
緬

　
一
体
、
十
八
世
紀
に
入
る
と
、
農
具
、
肥
料
等
の
発
達
に
よ
っ
て
、
土
地
の
生
産
力
は
上
昇
し
た
。

　
ま
た
、
農
産
物
の
品
種
改
良
、
栽
培
品
種
も
増
加
し
、
米
穀
を
始
め
、
四
木
（
桑
、
茶
、
猪
、
漆
）
、
三
草
（
紅
花
、
藍
、
麻
）

の
外
、
菜
種
子
、
木
綿
、
煙
草
な
ど
の
生
産
量
も
増
加
し
た
。

　
当
期
主
要
な
流
通
農
業
生
産
物
と
し
て
の
、
こ
れ
ら
諸
品
の
作
付
地
は
、
畑
作
地
帯
に
外
な
ら
な
い
。

　
岡
一
揆
の
初
勤
地
域
か
、
こ
う
し
た
代
表
的
畑
作
地
帯
で
あ
り
、
更
に
一
揆
勢
の
要
求
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
面
か
ら
も
こ
の
畑
作
地
帯

　
　
　
　
　
史
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近
世
期
に
お
け
る
開
畑
の
性
格

の
実
情
を
充
分
に
察
し
得
る
。

八
〇

　
と
こ
ろ
で
、
近
世
期
の
細
根
形
態
は
、
基
本
的
に
は
、
生
産
物
地
代
、
す
な
わ
ち
米
穀
現
品
納
入
方
式
で
あ
っ
た
が
、
弁
せ
て
、

金
や
銀
で
代
納
す
る
「
石
代
納
」
法
も
と
ら
れ
た
。

　
こ
の
現
品
細
、
金
銭
細
の
納
入
比
率
や
名
柄
、
な
ど
に
は
、
地
域
で
相
異
が
あ
る
が
、
中
で
も
コ
二
分
一
銀
細
」
　
「
半
石
半
永
」

法
な
ど
は
著
名
で
あ
る
。

　
関
西
に
お
け
る
「
三
分
一
飯
細
」
法
の
起
源
は
、
当
地
方
で
は
、
田
畑
の
存
在
割
合
が
、
田
三
分
の
二
、
畑
三
分
の
一
で
あ
り
、

田
は
米
作
、
畑
に
は
米
以
外
の
商
品
作
物
を
植
え
、
収
穫
す
る
故
、
田
畑
総
収
の
三
分
の
二
を
木
現
品
細
と
し
、
残
り
三
分
の
一
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

銀
細
に
す
る
故
に
生
ず
る
名
称
と
言
う
。

　
こ
の
細
根
法
は
、
摂
津
、
和
泉
地
方
に
お
い
て
、
元
和
七
・
八
年
代
に
は
、
現
物
納
と
平
行
し
て
初
期
は
五
分
の
一
の
比
率
か
ら

安
永
期
に
至
り
三
分
の
一
銀
細
に
転
化
し
た
と
言
う
。

　
こ
う
し
た
定
率
の
定
石
代
に
対
し
て
、
「
願
石
代
」
の
法
が
あ
り
、
米
質
の
不
良
の
折
な
ど
は
、
農
民
側
か
ら
、
定
率
以
上
の
金

納
を
願
う
。

　
尤
も
、
逆
に
石
代
価
が
法
外
に
高
い
場
合
に
は
、
農
民
側
は
不
利
を
知
り
、
米
不
熟
を
理
由
な
ど
に
、
石
代
価
を
安
く
す
る
「
安

石
代
」
を
要
求
し
た
。

　
し
か
し
、
こ
う
し
た
傾
向
の
助
長
は
、
領
主
へ
の
廻
米
の
減
少
を
来
た
す
の
で
、
願
石
代
の
禁
止
や
制
法
が
見
ら
れ
、
農
民
側
と

対
立
す
る
原
因
を
生
じ
て
い
る
。

　
で
は
、
岡
藩
に
お
け
る
こ
の
石
代
納
比
は
如
何
で
あ
っ
た
か
。



気 ヽ

　
『
御
物
朧
朧
』
の
分
折
か
ら
、
金
気
は
紙
数
の
制
約
の
た
め
に
さ
け
る
が
、
そ
の
集
計
と
平
均
値
に
よ
る
と
、
米
祖
の
銀
納
比
は

平
均
で
二
〇
％
、
大
豆
祖
の
比
は
、
三
三
％
と
算
出
さ
れ
る
。

　
勿
論
こ
の
比
率
は
、
村
々
の
特
性
（
交
通
の
使
否
、
町
と
村
の
差
な
ど
）
に
よ
っ
て
、
法
規
的
に
は
、
具
体
的
な
差
異
を
も
っ
て

し
戸

　
米
を
基
準
と
し
た
石
盛
法
で
は
、
大
豆
の
納
入
は
、
米
と
の
換
算
比
率
で
納
入
さ
れ
る
。

　
岡
藩
に
お
け
る
大
豆
の
米
に
対
す
る
比
は
、
「
十
四
延
」
と
呼
ば
れ
、
米
一
石
に
対
し
て
、
一
石
四
斗
を
必
要
と
し
た
。

　
大
豆
祖
に
お
け
る
銀
納
比
の
大
、
米
に
対
す
る
大
豆
の
換
算
比
の
大
は
、
と
も
に
畑
作
地
帯
に
お
け
る
経
済
問
題
の
飽
和
性
の
限

界
を
物
語
っ
て
い
る
。

　
さ
て
、
や
や
初
期
の
目
的
か
ら
逸
脱
し
た
が
、
一
体
、
農
業
経
済
に
依
存
す
る
時
代
に
あ
っ
て
は
、
田
畑
耕
地
の
管
理
は
、
最
後
矢

先
事
項
で
あ
る
。

　
「
安
永
八
亥
年
裁
許
一
連
汪
御
渡
之
御
改
事
改
取
方
披
仰
出
律
」
に
よ
る
と
、
罪
科
を
得
た
移
百
姓
は
、
荒
地
あ
る
村
に
遣
す

こ
と
を
定
め
て
い
る
が
、
こ
れ
は
荒
他
の
活
用
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
『
御
気
張
細
注
』
に
は
、
そ
の
「
附
録
」
六
の
中
に
、
「
旧
暦
三
年
之
御
法
度
吉
之
事
」
以
下
、
「
宝
永
三
年
四
ケ
組
合
始
り
定

吉
之
事
」
、
「
宝
暦
四
年
之
定
吉
之
事
」
　
「
安
永
七
年
之
御
定
書
之
事
」
な
ど
、
法
令
を
ま
と
め
て
収
め
る
。

　
こ
れ
ら
の
中
に
、

　
「
耕
作
時
分
時
分
二
無
油
断
精
入
端
々
迄
少
も
不
荒
仕
付
回
申
候
…
…
」
た
め
に
、
庄
屋
・
地
横
目
・
五
人
組
が
吟
味
を
し
た
り
、

「
畠
朧
出
仕
候
ハ
ハ
、
早
々
可
中
米
候
、
於
不
申
ハ
可
為
陰
田
事
」
と
し
て
、
田
を
畑
に
切
り
号
凡
だ
場
合
は
、
速
み
や
か
に
届
け

　
　
　
　
史
学
論
叢
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八

一
一

　
　
　
　
　
近
世
期
に
お
け
る
開
畑
の
性
格

出
る
べ
き
こ
と
を
規
定
し
て
い
る
。

　
中
に
ヽ
開
田
、
開
畑
に
開
す
る
次
の
条
項
か
お
る
。

　
一
、
開
田
向
仮
性
候
ハ
ハ
、
上
ノ
村
ハ
ー
反
二
付
米
鉉
舛
弐
斗
五
舛
、
中
ノ
村
ハ
弐
斗
、
下
ノ
村
ハ
壱
斗
五
舛
宛
上
納
可
性
候
、
右

　
　
之
開
田
畝
反
ハ
壱
年
切
二
中
付
侯
聞
、
重
面
可
荒
も
百
姓
勝
手
次
第
之
事

　
一
、
開
畠
向
後
代
候
ハ
ハ
、
壱
反
二
付
大
豆
鉉
舛
六
舛
宛
上
納
可
仕
候
、
是
又
壱
年
切
二
闘
将
可
中
も
勝
手
次
第
之
事

　
一
、
苅
畠
仕
候
ハ
ハ
、
向
後
壱
反
二
付
大
豆
鉉
舛
五
舛
宛
上
納
可
仕
侯
、
是
又
壱
年
切
二
庄
屋
手
前
よ
り
改
候
面
可
中
米
事

右
三
条
に
よ
る
と
、
開
田
、
開
畑
は
そ
の
俳
言
単
位
を
一
年
と
し
て
、
二
年
目
に
は
、
「
開
田
…
可
荒
も
百
姓
勝
手
次
第
」
、

　
「
開
畑
Ｅ
開
替
可
中
も
勝
手
次
第
」
で
あ
り
、
永
続
的
耕
言
が
、
必
ず
し
も
義
務
づ
け
ら
れ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

　
開
田
、
開
畠
に
対
し
て
、
「
苅
畠
」
か
見
え
る
か
こ
の
種
の
畠
は
、
各
地
に
見
え
て
い
る
。

　
す
な
わ
ち
、
近
隣
の
史
料
に
、

　
　
「
苅
畑
と
い
ふ
は
、
山
を
剪
耕
作
を
性
る
を
言
。

　
大
概
壱
反
二
五
升
持
也
。
家
方
之
内
二
差
引
当
特
定
免
二
面
通
（
ル
）
也
、
徳
懸
ハ
不
性
也
、
七
年
廻
り
程
二
耕
作
性
る
也
、
芦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
但

　
北
八
代
求
磨
在
欠
席
在
二
多
シ
剪
替
畑
共
云
」

な
ど
、
何
例
か
の
説
明
か
あ
り
、
草
木
を
苅
っ
て
、
そ
の
跡
を
耕
作
す
る
原
始
的
方
法
で
あ
っ
た
。

　
こ
う
し
た
、
特
定
低
率
な
租
を
課
し
て
、
比
較
的
自
由
に
、
そ
の
地
を
農
民
に
用
益
せ
し
す
る
方
法
は
、
私
闘
田
畑
の
強
制
的
永

年
耕
作
義
務
付
け
が
、
農
民
側
の
労
働
力
の
限
界
や
、
諸
要
素
か
ら
の
本
田
畑
の
耕
作
不
出
精
を
招
引
す
る
可
能
性
が
大
で
あ
っ
た

こ
と
に
よ
っ
て
い
る
こ
と
は
、
先
に
見
て
来
た
と
こ
で
あ
る
が
、
『
御
物
故
帳
』
の
中
に
現
れ
る
「
開
畑
」
が
、
こ
の
三
条
中
の



　
「
開
畑
」
、
「
苅
畑
」
の
い
づ
れ
に
多
く
属
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
更
に
詳
細
に
検
討
す
る
必
要
か
お
る
。

　
『
御
覧
帳
細
注
』
に
見
え
る
間
田
畑
年
貢
率
法
の
う
ち
、
開
畑
の
壱
反
に
付
き
大
豆
丘
升
以
下
の
率
を
定
め
ら
れ
て
い
る
組
村
は
、

概
観
す
る
時
、
台
地
性
に
し
て
、
し
か
も
、
い
わ
ゆ
る
「
畑
所
」
で
な
い
地
域
に
集
中
す
る
感
か
お
り
、
こ
の
点
に
つ
い
て
も
、
更

に
く
わ
し
く
検
討
す
る
機
会
を
持
ち
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
こ
の
胴
暦
三
年
に
続
い
て
発
せ
ら
れ
た
宝
暦
四
年
の
定
書
で
は
、

　
　
「
本
田
畑
之
儀
ハ
不
款
中
、
開
田
畑
二
而
も
、
決
而
荒
シ
中
間
敷
…
…
…
Ｌ
一

と
見
え
、
一
〇
〇
年
の
時
代
の
移
り
に
と
も
な
う
開
田
開
畑
に
関
す
る
耕
地
規
定
が
改
廃
の
様
子
を
見
、
宝
暦
期
に
お
け
る
間
山
間

畑
耕
作
が
、
強
制
的
に
永
年
持
続
す
る
よ
う
規
定
さ
れ
、
藩
側
の
耕
地
に
対
す
る
意
識
の
程
を
窺
わ
せ
る
。

　
し
か
し
、
裏
を
返
せ
ば
、
こ
う
し
た
法
令
の
発
布
さ
れ
る
こ
と
の
背
景
に
は
、
厳
し
く
規
制
さ
れ
な
け
れ
ば
、
如
何
と
む
な
し
難

い
現
実
が
存
在
し
た
か
ら
で
あ
り
、
こ
の
点
こ
そ
、
む
し
ろ
重
要
な
問
題
な
の
で
あ
る
。

　
『
御
物
成
帳
』
に
現
れ
る
「
開
田
」
　
「
開
畑
」
の
中
で
、
特
に
「
開
畑
」
は
、
目
蔭
経
済
史
研
究
の
上
で
、
事
更
に
重
要
な
意
味
合

を
持
つ
と
考
え
ら
れ
る
。

　
以
上
、
天
保
弘
化
期
に
属
す
る
「
御
物
成
帳
」
に
現
れ
る
数
値
を
中
心
に
、
新
開
田
に
ま
つ
わ
る
諸
法
令
を
参
照
し
て
、
「
開
畑
」

の
意
義
に
つ
い
て
眺
め
て
来
た
。

　
こ
の
御
物
成
帳
の
分
析
数
値
が
、
累
年
的
史
料
の
比
較
作
業
に
よ
っ
て
、
そ
の
特
質
を
指
摘
し
た
も
の
で
な
い
こ
と
、
更
に
は
、

岡
蔭
の
開
畑
に
関
す
る
態
形
だ
っ
た
法
令
を
見
出
し
得
な
い
た
め
に
、
極
く
普
偏
的
関
連
法
制
史
料
等
を
川
い
た
た
め
に
、
意
図
し
た

特
質
の
指
摘
は
、
焦
点
を
や
や
ぼ
か
す
結
果
に
至
っ
た
。
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近
世
期
に
お
け
る
開
畑
の
性
格
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
四

　
し
か
し
ヽ
要
は
ヽ
畑
ヽ
特
に
新
開
畑
の
存
在
価
値
か
ヽ
小
農
尻
居
の
再
生
産
手
段
に
お
け
る
最
重
変
位
置
と
、
彼
等
の
評
価
を
占

め
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
明
示
し
た
数
値
や
諸
法
令
の
表
裏
両
面
か
ら
証
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

註　
①
『
大
日
本
租
税
志
』
第
一
冊
Ｐ
二
四
六
に
引
用
す
る
「
田
地
総
段
歩
」
に
よ
る
と
、
西
海
道
諸
国
の
中
で
、
田
植
に
対
し
て
畑

　
　
積
の
数
値
の
大
き
い
国
は
、
豊
後
・
肥
後
・
大
隅
・
壱
岐
の
四
者
で
あ
り
、
中
で
も
、
豊
後
が
格
差
最
大
で
あ
る
。
参
考
と
し

　
　
て
掲
示
。

　
②
竹
田
市
阿
南
京
旧
蔵
文
書
、
現
久
住
町
後
藤
是
美
氏
所
蔵
。
タ
テ
Ｔ
一
八
匹
、
ョ
コ
ー
九
一
匹
の
小
帳
。
昭
和
四
十
六
年
十
月
後

　
　
藤
重
已
、
豊
後
藩
政
史
史
料
『
検
見
之
事
』
刊
行
ず
み
。

　
③
竹
田
市
立
図
書
館
刊
『
中
川
京
委
託
古
文
書
・
諸
士
系
譜
・
諸
士
勤
録
目
録
』
約
ニ
ハ
○
点
余
の
史
料

　
④
″
　
『
郷
土
史
料
目
録
』
に
掲
げ
る
史
料
等
。

　
⑤
『
大
分
県
史
料
』
収
「
各
藩
法
」
中
に
収
録

　
⑥
北
村
清
上
編
『
中
川
史
料
集
』
新
人
物
往
来
社
、
昭
和
四
十
四
年
六
月
刊
。

　
⑦
″
　
　
　
　
『
　
　
″
　
　
』
同
日
条

　
⑧
『
徳
川
禁
令
考
』
後
篇
収

　
⑨
『
御
覧
帳
細
注
』
竹
田
市
立
図
書
館
所
蔵
、
一
巻
Ｉ
七
巻
あ
り
、
一
圭
二
は
正
篇
、
四
－
七
は
続
篇
（
附
録
）
で
あ
る
。

　
⑩
『
大
分
県
史
料
』
弟
十
七
、
岡
藩
法
＝
『
御
覧
帳
細
注
』
よ
り
転
載

　
⑥
『
中
川
史
料
集
』
一
〇
九
ペ
ー
ジ
、
文
禄
二
年



⑩
古
昌
敏
雄
『
日
本
農
業
史
』
二
三
八
ペ
ー
ジ

物
『
御
覧
帳
細
注
』
開
田
畑
年
貢
之
事

⑩
別
府
大
学
文
学
部
史
学
科
所
蔵
史
料
『
目
録
』
六
二
号
史
料

⑩
　
　
　
″
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
目
録
』
第
四
三
号
史
料

⑩
『
御
覧
帳
細
注
』
一
、
開
田
畑
年
貢
之
事
、
荒
起
返
無
年
貢
御
定
之
事

⑥
『
近
世
地
方
経
済
史
料
』
小
野
武
夫
編
、
吉
昌
敏
雄
『
日
本
農
学
史
』
『
日
本
農
業
技
術
史
』
等
参
照

物
児
玉
幸
多
編
『
近
世
農
政
史
料
集
』
一
、
一
九
八
号

⑩
『
地
方
凡
例
録
』
　
　
　
　
　
　
　
゛

⑩
「
南
欧
朗
話
」
『
近
世
地
方
経
済
史
料
』
第
三
巻
収

釦
）
⑩
史
料
集
第
フ
八
五
号

物
『
近
世
地
方
経
済
史
料
』
第
七
巻
収
「
地
方
大
意
抄
」

⑩
『
地
方
凡
例
録
』

物
「
球
民
金
鑑
」
『
大
日
本
租
税
志
』
第
一
冊
二
七
八
ペ
ー
ジ
収

徊
『
脇
蘭
室
全
集
』
収
「
党
民
流
説
」
、
別
人
日
水
史
研
究
室
所
蔵
『
豊
岡
民
乱
記
』
等
に
詳
し
い
。

物
小
野
武
夫
編
『
百
姓
一
揆
談
叢
』
、
青
木
紅
二
『
百
姓
一
揆
の
年
次
的
研
究
』

鋤
）
『
角
川
日
水
史
辞
典
』
「
藩
営
専
売
制
表
」
参
照

物
一
揆
初
勣
地
区
の
い
わ
ゆ
る
同
原
（
畑
作
地
域
）
と
、
井
田
筋
（
水
田
地
区
）
と
で
は
、
要
求
ス
ロ
ト
ガ
ン
の
内
容
に
若
干
の

　
　
　
史
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近
世
期
に
お
け
る
開
畑
の
性
格

　
差
異
か
お
る
。

磨
『
地
方
凡
例
録
』
「
古
今
租
税
名
目
之
事
」
　
「
三
分
一
銀
納
・
十
分
一
大
豆
銀
納
之
雁
」
な
ど
の
項
目

⑩
『
御
覧
帳
細
注
』

⑩
『
御
覧
帳
細
注
』

磨
森
田
威
一
編
『
近
世
農
政
語
彙
集
Ｊ
Ｔ
几
四
ペ
ー
ジ
「
苅
畑
」
項
等

八
六
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